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要　　約

　本研究は，妊娠や出産の経験のない青年期後
期及び成人期の発達段階にいる未婚女性を対象
に，母性をテーマとしたコラージュ制作を試
み，コラージュ作品を通してどのような母性イ
メージが見られるのかについて調査を行った。
なお，本稿においては，母性イメージを探るた
めの第1歩としてコラージュ作品を通して表現
された母性イメージの表現特徴を主な色彩，主
な切り方，中心性の3つの形式的な側面に焦点
を当てて，検討を行った。その結果，母性イ
メージとして表現されたと思われるいくつかの
表現特徴を明らかにすることが出来た。主たる
色彩においては，青，橙・白の順に多く使用さ
れ，これらの色彩の特徴と母性イメージとの関
連可能性について考察を行った。主な切り方と
しては，一般的な大人の表現特徴と異なる楕
円・円形の切り方の使用が多く見られ，母性イ
メージの表現特徴の一つとして明らかとなっ
た。最後に，作品の中心に置かれた切り抜きを
分析した結果，母性イメージの表現特徴と母性
をテーマとした作品の台紙の中心には作品の
キーワードとなる母性イメージや最も母性を感
じる切り抜きが置かれやすい傾向が明らかと
なった。

Ⅰ．背　景

　育児や子育てと関連されてよく使われていた
「母性」という言葉は，今日一般的な日常用語
としても頻繁に使われている。我々が最も接し
やすい国語辞典における一般的な母性の定義を
みると，広辞苑第6版（2008）は「母として持
つ性質。また，母たるもの」と定義されており，
日本国語大辞典（2001）では，「母性とは女性
が母親として持つ性質，子どもを守り育てよう
とする母親の本能的な性質」と記されている。
つまり，母性とは子どもを守り育てようとす
る，女性が生得的に持つ性質であると言える。
しかし，その定義からは，母性がどういうもの
なのか掴むには不明確で漠然と感じる。実際，
大日向（1988）と石崎ら（1996）は，これらの
母性に対する定義は，曖昧で不明確であり，漠
然としているため各人各様の解釈の余地がある
と指摘している。また，松村（2005）も，母性
概念の解釈が様々で，母性という用語に含まれ
る意味について統一した見解があるわけではな
いと述べている。このように，漠然で曖昧であ
る定義の中から，母性をどのように認識してお
り，どのようなイメージを持って使っているの
だろうか。一方，石崎ら（1996）は，心身症の
発症には，小児期からの親子関係，特に母子関

コラージュ作品に表現される母性イメージに

関する探索的研究（第 1報）

―形式分析を中心に―

申 　 ジ ン ア

＊臨床心理学研究科 博士課程（前期）

̶  1  ̶



コラージュ作品に表現される母性イメージに関する探索的研究（第 1報）―形式分析を中心に―

̶ 38 ̶

係が深い関わりを持つ可能性が指摘されている
ため，患者の母性性のイメージの把握が必要で
あると述べている。そうした側面からも，母性
イメージにどのようなものがあるのかについて
探ることは，臨床場面でクライエントの母性イ
メージを理解するための一つの手掛かりとして
大事であると考えられる。

Ⅱ．問　題

　日本人を対象に行われた母性イメージに関す
るいくつかの調査（石崎ら，1996；寺田ら，
1986）により，「やさしさ」，「愛情」，「あたた
かさ」のような情緒的な抽象語や，受容と安心
感を表すような言葉が連想されやすいことが分
かった。しかし，どうやら我々の中に有する母
性イメージにはそれらが全部ではないようであ
る。心理療法の場面で表れる箱庭や夢，描画
等，イメージを介して表現される母性イメージ
をみると，上述されているようなすぐ思い浮か
ぶイメージのみではなく，それとは程遠いと感
じるイメージが母性イメージとして表現される
こともある。その一つの例として，河合（2009）
は，実際相談に来られた学校恐怖症の少年の事
例を通して，少年の夢に表れた「渦」のイメー
ジと母性イメージとの関連について述べてい
る。勿論イメージは多くのことを集約している
ため，その意味は極めて多義的である。よっ
て，あるイメージに一義的なことは言い難い側
面もある（河合，1991）。しかし，多義的であ
るからこそ，イメージを用いた表現によって言
葉では表現しきれないイメージも得ることが出
来ると考えられる。
　しかし，実際母性イメージに関する先行研究
には，イメージを媒介としたイメージ調査は少
ない。いくつかの研究を見てみると，まず，
1986年に寺田らは女性の発達段階に伴い，母
性の捉え方に微妙なズレがあることに着眼し，
母性イメージの相違から母性意識を把握する手
掛かりを得るため，女性の発達段階を代表とす
ると考えられる青年期女子47名，妊婦68名，3

歳児の母親91名の3群を対象に，母性から連想
する言葉，または母性行動を表していると思わ
れる言葉を記述してもらう言語連想法による母
性イメージについて調査を行った。その結果，
母性から連想される言葉として3群共に共通的
に多く見られた言葉には，「やさしさ」，「愛
情」，「あたたかさ」という順の情緒的な抽象語
と，それに続いて「授乳」，「抱く」順の母性行
動を表す言葉が見られた。また，3群の間にお
ける母性イメージの相違も見られ，母性発達段
階または子どもの成長発達に則して漠然とした
母性のイメージは具体的なものへと推移するこ
とが明らかとなった。
　そして，この研究結果を基に，女性性の肯定
と否定につながる文章への反応を見る質問紙と
絵に表現されるイメージを知るための描画テス
トを用いた調査が青年期女子106名を対象に，
翌年に行われた（寺田ら，1987）。その結果，
質問紙の結果からは女性性ないしは母性イメー
ジを肯定的に受け止めている回答が多くみられ
た。また，自分と子どもの絵を描いてもらう描
画テストの結果からは，子どもを抱いている姿
が多くみられた。この「抱く」イメージは，
1986年の言語連想法を用いた調査でも多く見
られた母性行動を表す言葉の1つであり，よっ
て，「抱く」イメージは青年期女子における一
般的な母性イメージとして考えられると考察し
ている。
　今関（1994）は，これらの調査結果から得ら
れた，母親という言葉からイメージされる表現
を基に，250項目の質問紙を構成した。そして，
青年期女子の母性イメージの特徴を探ることを
目的とし，作成した質問紙を用い，思春期女子
の高校生147名，青年期女子の短大生145名，1

歳から3歳児を持つ母親89名の3群を対象に調
査を行い，高校生から短大生にかけて短期間に
母性イメージが肯定的に発展し，短大生は肯定
的反応の著明な時期であるという結果を得た。
この結果から，性同一性の獲得期にある女子大
学生は，母性を十分認識し，母性意識を備えて
いることが言えると共に，青年期女子の母性性
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を探る他の先行研究と一致した結果を得たと述
べている。
　一方で，一般人と心身症患者との母性イメー
ジに相違があることを明らかにした研究もあ
る。石崎ら（1996）は，母子関係に問題を有す
る心身症の問題発見や病態把握の指標の開発を
目指すための基礎的調査として，現代の日本人
の持つ母性性のイメージを調査した。その結
果，母性性のイメージとして最も多い回答とし
て「やさしさ」であり，その他には「愛情」，「包
み込む愛」，「温かさ」，「思いやり」，「微笑み」
などの回答が多く得られ，この結果は1986年
の寺田らの研究結果と共通してみられたと報告
している。それに続き，同年に行われた石崎ら
の研究である「心身症患者の母性性イメージ」
の研究では，心身症患者と健康であるとされる
一般人とを対象に母性イメージを調査した結
果，両群ともに母性性を女性性とは異なるイ
メージを持っている一方，心身症患者群と一般
人群との間に母性イメージにおける相違点もい
くつかあることが明らかとなった。その一つと
して，一般人群には見られる年齢による母性イ
メージの傾向の違いが，心身症患者群には見ら
れないことが分かった。一般人群には，年齢に
よる社会的価値観の変化や育児経験により，高
年齢になるにつれ母性イメージに対して「温か
さ」「包容力」の回答が少なくなり，「厳しさ」
「忍耐」の回答が多くなることに対して，心身
症患者群においてはこのような傾向が見られな
かったと報告している。これについて，心身症
患者の心理的な背景として社会的価値観の変化
に対処しきれない側面が母性イメージの年齢差
が見られなかった一つの原因として考えられる
と考察しており，心身症患者と一般人の母性イ
メージは異なる部分があることが明らかにさ
れ た。
　これらの研究から，母性イメージとして「優
しさ」，「包み込む」のような情緒的な抽象語が
多いこと，女性の発達段階に伴って母性イメー
ジも変化すること，心身症患者と一般人との母
性イメージに相違があることが明らかとなった

ことが分かる。しかし，これらの研究の調査方
法は，性役割と関連のある質問項目で構成され
た質問紙を用いた調査と言語連想法であり，言
葉を用いた調査が主に行われている。言葉の持
つ意味は回答者により異なるイメージを持つ場
合も考えられるし，同じ言葉でも違うイメージ
を抱いている可能性も考えられる。よって，母
性イメージに関する研究として，絵画のように
視覚的イメージの表現を用いた調査を試みるこ
とは意味を持つと考えられる。一方，描画テス
トを用いた寺田ら（1987）の研究は，現在の母
子画に当たるものであり，回答者にとって最初
から子育てや乳幼児を世話する母親の姿に限定
されやすく，幅広い母性イメージを得ることは
難しいと言えよう。よって，母性イメージを探
るためには，より広い母性イメージが見られる
方法が必要であろう。
　そこで，本研究では，イメージ表現の一つで
あるコラージュ・アクティビティを用い，母性
をテーマとしたコラージュ制作を試み，コラー
ジュ作品を通してどのような母性イメージが見
られるのか，母性イメージにどのような表現が
なされるのかを明らかにしたい。なお，既に述
べたように，母性イメージの先行研究により，
母性イメージは育児経験や女性の発達段階に
よって異なることが明らかとなっている。よっ
て，本研究では，調査対象者を妊娠や出産の経
験のない成人期の発達段階にいる未婚女性に限
定して調査を行う。

Ⅲ．目　的

　妊娠や出産の経験のない青年期後期を含めた
成人期の発達段階にいる未婚女性を対象に，母
性をテーマとしたコラージュ制作を試み，コ
ラージュ作品を通してどのような母性イメージ
が見られるのか，また，母性イメージにどのよ
うな表現がなされるのかを明らかにすることを
目的とする。
　なお，本稿においては，イメージ表現を通し
て表れる母性イメージを探るための第1段階と
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してコラージュ制作を通して表現された母性イ
メージの表現特徴をコラージュ作品の形式的側
面に焦点を当てて，検討していくことにする。

Ⅳ．方　法

1．作品収集
A．調査協力者：関東圏在住の妊娠や出産の経
験のない青年期後期を含めた成人期の発達段階
にいる未婚女性20人（平均年齢：26.7歳，
SD：8.88）
B．実施期間：2015年7月～ 10月
C．コラージュ作成用具：八つ切り画用紙，ハ
サミ，スティック糊，統制された素材（下記）
D．素材の統制：全ての調査協力者に共通の素
材を用意した。共通素材の内容は箱庭療法の使
用玩具，ロールシャッハ・テスト等を参考とし
て作成された内容分析項目（杉浦，1993）と，
西村（2015），池野谷（2007），磯田（2004）の
研究などを参照し，宇宙，自然・風景（山，海，
滝，洞窟，大地，等），植物（花，木，等），動
物，食べ物，小物，物体，インテリア用品，家
具，その他（仮面，キリスト像，イラストなど）
等の項目を考慮し，既存の雑誌や写真集から調
査者が選び出した。さらに，選び出した雑誌記
事や写真をカラーコピーし，項目別に冊子状に
したものを提示した。また，本研究で提示した
共通素材の中には，親子の姿の写真や育児関連
用品は含まなかった。従来の研究で得られな
かった母性イメージを探るために，親子の姿を
含めた写真や乳幼児の子育ての関連用品（赤
ちゃんの靴や洋服，哺乳瓶，ゆりかごなど）の
写真など，直接的な子育ての関連素材をあえて
選択せず，自然風景や動物，物体などのような
子育てと直接関連がなさそうに見える素材を主
に共通素材として提示することにした。そうす
ることで，それらの素材のどのような特徴が母
性のどのような側面やイメージに結びつき，ど
のような表現がなされるのかを見ることができ
ると考えた。但し，人のイラストやシルエット
または風景の中に一緒に写っている人の素材は

特に制限せず素材として提示した。また，人の
母親と子どもの姿は提示しなかったものの，動
物の写真において親子の姿が写っている素材が
含まれており，素材の偏りをできるだけ少なく
することを心掛けて素材を選択した。
E．手続き：関東にある大学の心理相談セン
ターの一室及び図書館の会議室，会議室，調査
参加者勤務先のうち調査参加者の希望に合わせ
て個別法により調査を行った。母性をテーマと
したコラージュ制作を行った後，コラージュ作
品に関する半構造化面接を行った。コラージュ
制作に費やす時間と制作方法は，自由とし，半
構造化面接の際には調査参加者の同意を得た上
で録音を行った。

2．分析方法
A．作品に対する評定
（1）評定者：筆者を含む臨床心理学を学ぶ大
学院生9人が作品ごとに評定を行った。評定項
目は，母性をテーマとしたコラージュ作品の表
現特徴を捉えるために，杉浦（1992），滝口ら
（1999），西村（2015）の研究で用いられた形式
分析の項目を参考にし，その中から本研究で
は，主な色彩と切り方，中心性の3つの評定項
目を取りあげ，評定を行った。
（2）手続き：主な色彩と切り方，中心性の有
無の評定項目により構成された評定質問紙を作
成し，質問紙を用いて作品ごとに評定しても
らった。
（3）評定項目と内容
①主な色彩：主な色彩の評定においては，杉浦
（1992），西村（2015），滝口ら（1999）の研究
を参考に13色を色彩の評定項目として設定し，
作品を代表とする主たる一色とそれに次ぐ2色
の，計3色を作品ごとに選択してもらった。
②主な切り方：切り抜きをどのように切ってい
るかについて調べるため，主な切り方について
評定を行った。切り方は，西村（2015），杉浦
（1992），滝口ら（1999）の研究を参考に，四角
（切片が四角形のもの），円形・楕円（切片が円
形または楕円なもの），物の形（対象物に沿っ
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た切り方をしているもの），不定（どちらにも
該当されない切り方）の4つの項目を設定し，
主たる切り方（主に使用された切り方）一つと，
それ以外に使用されたと思われる切り方を作品
ごとに評定してもらった。
③中心性：杉浦（1992），滝口ら（1999）の研
究を参考に，切り抜きの構成が中心性を持って
いるか否かについて評定を行った。評定は，作
品ごとに中心性があると判断した場合には，
「中心性が有る」のところに○を，ないと判断
した場合には，「中心性が無い」のところに○
を付けてもらい，評定を行った。
B．補足資料
　補足資料として録音によるインタビュー内容
を逐語化し，分析に用いた。また，コラージュ
制作中に行う制作者に関する調査実施者のメモ
も補足資料として用いた。

Ⅴ．結果・考察

1．主な色彩
　本研究においては9名の評定者に，それぞれ
の作品について主たる色彩1色（その作品を最
も代表する色彩）とそれに次ぐ色彩2色，計3

色を選択してもらった。そして，選ばれた3色
のうち過半数の5名以上に選ばれた色彩の中
で，主たる色彩においても一番多く選ばれた色
彩をその作品の主な色彩として採用し，集計を
行った。その結果を基に，主な色彩として選ば
れた色彩について，イェーツの修正式を用いた
カイ二乗（ χ 2）検定を行った結果，5％以下の
有意水準で，有意差が認められた（ χ 2＝
13.213, df＝6, p＜ .05）。
　表1は主な色彩の順位を示す。主たる色彩と
して青が20名中9名（45％）と最も多く使用さ
れており，次に橙と白がそれぞれ3名（15％），
緑が2名（10％），水色，黒，灰色が1名（5％）
と続いた。そして，主たる色彩として使用され
なかった色彩は，紫，赤，桃色，茶，ベー
ジュ，黄であった。
　主な色彩として多く使用されたのは，青とそ

の次に橙と白であり，主にこの三つの色彩につ
いて考察を行った。
　青色は最も多く使用された色彩であり，青が
主な色彩として評定された作品には，作品A，
B，C，E，G，I，N，Q，T（付録）がある。こ
れらの作品からすると，多く使用された理由と
して，青色を含む水との関連のある素材が多く
使用されたためだと考えられる。水と関連のあ
る素材は青と評定されていない作品にも多く使
われており，青色の海は20作品中11作品に使
用され（作品A，B，C，E，I，K，N，Q，R，S，
T），滝が3名（作品E，N，O），その他，間欠
泉の切り抜きが1名（作品N）と，20作品中15

作品に海や滝などの青色の水と関連のある素材
が使用されていることが分かる。そして，青色
と評定された作品の中で水と関連のあるもの以
外の素材として使われたのは，空（作品C，I）
と青色の洞窟（作品G）の切り抜きであった。
　このように多くの作品で使われた青色はどの
ような母性イメージとして使用されたのだろう
か。青は，落ち着き，沈静，安息，静寂，平
和，平静等の感情を引き起こす（松岡，1995）。
特に，本研究で多く使われた海の素材は暗い背
景の夜の海や深い海の中の素材であり，実際イ
ンタビューでこれらの切り抜きに対して「落ち
着く」（作品R），「安心できる感じ」（作品E，
R）「静かな感じ」（作品R），「穏やかにみえる」
（作品T），「優しい感じがする」（作品Q，T）
などが語られた。これらの語りから，青色から
引き起こされた安心感や落ち着きなどのような
感情が母性イメージと一致したため，青色の素
材が多く使用されたと考えられる。また，海の
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素材に対して「羊水のように見える」（作品A，
B，C，G，I，K）と語られた制作者が多く，暗
い青い海から「羊水」が連想されやすかったと
いう素材の特徴により，青い海の素材が多く使
用された可能性も考えられる。よって，このよ
うに，青い素材の色とその素材の特徴から引き
起こされた感情が母性イメージとして表現され
たと考えられる。
　次に多く使用された色彩は橙と白である。橙
色は青と同様に，主たる色として評定されな
かった作品においても多くみられた色彩であっ
た。発達によるコラージュ表現特徴について調
査を行った杉浦の研究（1992）では，成人にお
ける橙色の使用は3.5％を占め，幼児，小学生，
中学生，高校生，高齢者を含めた全年齢におい
て主な色彩としてあまり使用されなかった色で
ある。本研究の調査対象者の大きさなどが異な
るため，割合の差について明確に述べ難いが，
本研究では，15％の使用割合を占め，2番目に
多く使用されており，主たる色として評定され
なかった作品においても使用頻度が多くみら
れ，母性イメージとして表現された可能性につ
いて検討してみる必要があると考えられる。橙
色は，暖色系に分類され，暖かい感じを与える
と言われている。また，橙色が連想されやすい
単語として，家庭や幸福，愛，等が選ばれ，家
庭や愛のようなイメージにも結び付きやすい
（大山，1994）。実際インタビューで多く語られ
た内容の一つとして，家族と関連する語りが多
かったことから，橙色と家族に関連する母性イ
メージとの繋がりについての可能性も考えられ
る。また，本研究で使用された橙色の素材をみ
ると，ロウソク（作品B，C，F，H，L，M），
橙色のライト（作品E，F，I，M，O，Q，R），
夕暮れの空（作品O），夕暮れの海（作品J），
橙色の宇宙（作品 I，T）などがあり，橙色の
光が多い。インタビューでこれらの素材につい
て，「温かく感じる」（作品B，H，J，L，M，T），
「ほっとする感じ」（作品F，S），「色のトーン
が落ち着く感じがする」（作品F，S），「優しい
感じがする」（作品H，O，Q），「柔らかい」（作

品R，T）と感じ，このような感覚が母性イメー
ジと一致したと語られた。これらのことから，
母性がテーマであるコラージュ制作において，
母性イメージで多く語られた「ほっとする」，
「温かい」，「優しい感じがする」，「落ち着く」
などのような感覚が橙色のイメージで引き起こ
された感情と一致して母性イメージの表現とし
て多く使用されたと考えられる。
　橙色と同じ割合で多く使用された色は白であ
る。白色は純潔，素朴，清潔さ等の感情を引き
起こすと言われており（松岡，1995），3つの
作品（作品F，H，S）が白を主たる色彩として
使われたと評定された。この3つの作品で使用
された白色の切り抜きをみると，白い食器（作
品F）とリネンのテーブルクロスとナプキンな
どが写った切り抜き（作品H）がある。作品F

の食器の素材は大きいサイズで台紙の中央に貼
られている。そして，作品Hに使用された白の
素材であるリネンの切り抜きもかなり大きいサ
イズで貼られており，二つの切り抜きは評定者
に強いインパクトを与えた可能性が考えられ
る。また，インタビューでは，リネンの素材に
ついて，制作者自身のお母さんが好きな物であ
ると語っており，食器に対しては食べ物を意味
すると語られ，素材の色よりは素材の内容が母
性イメージと繋がりやすかったため選択された
と考えられる。そして，主な色が白と評定され
た残り一つの作品である作品Sを見ると，他の
作品より空白が多く，白い素材の使用としてで
はなく，空白により主たる色彩として評定され
た可能性が高いとみられる。よって，これらの
作品からは白色が母性イメージと何らかの繋が
りを持っていると考えるのは難しい。
　一方で，白色の切り抜きを使用した他の作品
を見てみると，作品 Iで使用された白色の月と
作品Tで使用された白色の花に対して語られた
インタビュー内容から共通的に語られた内容と
して「白の色が，凛としてしっかりしている母
性のイメージが感じられる」があった。つまり，
「凛としてしっかりしている母性イメージ」が
白色から引き起こされた感覚と一致し，使用さ
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れたと考えられる。また，全体のインタビュー
を通して，母性イメージとして「素朴な感じ」
（作品O），「ぎらぎらしないイメージ」（作品
O，R，T），「強い色よりは，落ち着いている色
の方が母性のイメージにつながる」（作品 I，R，
T）という語りが多く，このような感覚が白色
により引き起こされる清潔さ，純潔，素朴な感
覚と繋がり，母性イメージとして表現された可
能性も考えられる。
　これまで，母性イメージをテーマとしたコ
ラージュ作品に多く使用された色彩と母性イ
メージとの関連の可能性を述べてきた。しか
し，既に述べたように，インタビューの内容か
ら，多く使用された色彩はその素材の色だけで
選択されたというよりは，素材の内容も選択に
影響を与えている。そのため，本研究で多く使
用された色彩が母性を感じさせる色であると判
定するより，それらの色がどのような母性の側
面に結びつきやすく，それらの色の持つ特徴が
母性イメージとしてどのように表現されるのか
をつかむための手掛かりとして考えられよう。

2．主な切り方
　切り方の評定においては，9名の評定者に，
それぞれの作品について主たる切り方（主に使
用された切り方）一つと，それ以外に使用され
たと思われる切り方を選択してもらった。そし
て，選ばれた切り方のうち過半数の5名以上に
選ばれた切り方の中で，主たる切り方において
も一番多い評定者に選ばれた切り方を作品の主
な切り方として採用し，集計を行った。その結
果，20名中13名（65％）と四角が一番多く使
われ，次いで円形（楕円を含めた）が20名中6

名（30％）と次に多く使用された（表2）。また，
使用された主な切り方（四角，円形，物の形）
に対して，イェーツの修正式を用いたカイ二乗
（ χ 2）検定を行った結果，5％以下の有意水準で，
有意差が認められた（ χ 2＝9.113, df＝2, p 

＜ .05）。
　コラージュ制作をするとき，最初に制作者
は，用意された雑誌類の中から欲しいパーツを

選択し，ハサミで切り取る作業をする。そし
て，切り取ったパーツをさらに四角や円形な
ど，素材の形を決め，もう一度ハサミでパーツ
の中からいらない部分を切り除く。このような
「切る」という行為について，中村（1999）は，
治療関係場面における切る行為はクライエント
の思い入れの感情が動いており，自我の投影的
な選択機能の動きを内包していると考えられる
と述べている。また，台紙については，箱庭の
砂場，描画法の画用紙枠が心の機能する場であ
るように，コラージュ技法における台紙空間は
心理的空間を投影する場であると述べている。
さらに魚住（2008）は，素材の切り出す体験を
明らかにすることを目的に行った調査では，素
材を切り出すことは，いらない箇所を排除する
目的のみではなく，素材の印象を変える，素材
の印象を活かす，違うイメージを作る等のよう
な目的もあることを明らかにしている。これら
のことから，治療場面に限定されずコラージュ
制作における表現の一つの方法として切り方
は，作品を理解するにあたって大事な意味を
持っていると言えよう。
　本研究で最も多く使用された切り方は四角
（65％）で，その次が楕円を含めた円形（30％）
である。杉浦の研究（1992）では，成人の切り
方において，四角が45.6％で一番多く，次に物
の形が36.5％，不定が12.3％，手でちぎる
3.5％，円形が0％の順であった。また，統合失
調者と一般成人のコラージュ表現の違いについ
て調査を行った今村（2001）の研究では，切り
方の評定項目をより細かく設定している（四角
形，物の形，不定形，丸，三角形，多角形，手
でちぎる，創作，その他）ものの，一般成人の
主な切り方として最も多く見られたのが86.8％
を示した四角形で，その次に物の形が61.4％，
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不定が58.8％の順であり，丸は7％で，最も少
なく使用された切り方であった三角形，手でち
ぎる，創作，その他の2.6％の次に少ない割合
を占めている。これらの二つの調査は，調査人
数と評定項目は異なるものの，使用割合の順位
からすると，同じ傾向を表していることが分か
る。つまり，一般成人において最も多くみられ
る切り方として，四角形があり，円形または丸
の切り方はそれほど大きい割合を占めていない
と言える。この結果からすると，本研究におい
て四角の切り方が一番多く見られたのは，成人
において多くみられる傾向が本研究においても
見られたと考えられる。一方で，一般日本人に
おいて使用頻度が少ない円形の切り方が本研究
においては30％で2番目に多く使用されたこと
は，注目する必要があるだろう。実際，主な切
り方として円形と選ばれた作品の中でも四角と
円形の両方の切り方を使用された作品が多く，
逆に主な切り方として四角と選ばれた作品で
も，円形を使用された素材も存在している。す
べての素材を丸く切ったり，または一つあるい
は，いくつかの素材のみ丸く切ったりした作品
のインタビューで語られた内容には，「角がな
い，丸い方が母性っぽいかなと思って」（作品
O），「角があるより丸い方が良かったので」
（作品M），「尖ったよりは丸みがあった方が柔
らかい優しいイメージがして」（作品L），「包
まれている表現をしたくて」（作品P），「丸い
方が優しい感じがして」（作品Q），「母性イ
メージにはあまりトゲトゲしないイメージ」
（作品M，R）等が語られた。特に作品Rでは「個
人的に家事があまり好きじゃないこともあっ
て，役割的な仕事のような家事を表す素材とし
て洗濯板とほうきを四角に切った」と述べたり，
「海は冷たくも見えるから四角に切った」と語
り，四角の切り方を否定的な意味合いの表現と
して使用していることが分かった。これらのイ
ンタビューの内容から円形の切り方は，柔らか
く，優しい印象を与え，その印象が母性イメー
ジとして表現されたため，本研究では円形の切
り方が多く使用されたと考えられる。まとめる

と，四角のように，尖ったり，角が存在する切
り方より，丸い円形の方が柔らかく，優しい雰
囲気を感じやすく，それが母性イメージとして
繋がったため，円形の切り方が多く見られたと
考えられる。

3．中心性
　切り抜きの構成について中心性を持っている
か否かについて評定を行い，9名の評定者のう
ち，過半数の5名以上に選ばれた評定を採用し
た。その結果，20作品中，中心性が有る作品
と無い作品の割合がそれぞれ50％であった
（表｠3）。
　杉浦（1992）の研究で中心性が見られた成人
のコラージュ作品は28.1％で，中心性のある作
品は幼児から高校まで，学年が上がるに従い増
加し，大人で少し減少した。この傾向は滝口ら
（1999）のコラージュ作品の発達的研究におい
ても同様に見られた。また，成人の具体的な割
合は示していないものの，滝口ら（1999）が示
した中心性に対する結果のグラフからすると，
10％前後を示し，中心性が有意に少なかった小
学校4年生と近い結果を示していることが確認
できる。これらの研究から，幼児から学年が上
がるに従い，中心性のある作品の出現は多くな
るが，大人からは減少する傾向があることが言
える。また，その割合としては，どちらの研究
も30％を超えていない。これらの結果からす
ると，本研究における中心性の出現の割合が
50％であることは母性をテーマとしたコラー
ジュ作品の特徴として注目してみる必要がある
と思われる。
　コラージュ技法における台紙空間は心理的空
間を投影する場である（中村，1999）。よって，
治療場面でないところで表現された作品であっ
ても，台紙の中心に置かれた切り抜きは，作品
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を理解するにあたって大事な情報を持っている
と考えられる。それでは，中心性のある作品と
して評定された作品の台紙の中心にはどのよう
な意味合いを持った素材が置かれたのだろう
か，そして，中心性のある作品がこの研究では
なぜ多く見られたのだろうか。
　中心性のある作品として評定されたのは，作
品B，I，L，P，C，Q，T，N，O，Dの10作品
であった。これらの作品の中心に置かれた素材
とその意味内容，中心性があると評定した人
数，そして最も母性を感じる切る抜きとして選
ばれた作品の4項目について作品ごとにまとめ
た結果，表4の通りであった。その中で，評定
者の全員に「中心性のある作品」として選ばれ
た作品B，I，Lを中心にみてみると，まず，作
品Bでは，中心に貼った海について「ぐるぐる
回っている海の中心から命が感じられる」と
語っており，命が生まれるようなイメージが母
性イメージに繋がったと語った。そして，その
上に貼ったマリア像については，「包み込む包
容力」を表しており，この切り抜きを最も母性
を感じる素材として選んだ。また，制作後，母
性について気づいた点として「自分の中で，命
が誕生することが母性イメージに繋がっている
ことが分かった。」と語ったことや，タイトル
が「命と包容力」であることからもわかるよう
に，この作品は母性を「命と包容力」という面
から捉えていると考えられる。そして，それを
表す切り抜きとして海とマリア像が台紙の中心
に貼られていることが分かる。次に，作品 Iで
は，「自分の中で，丸く回っている中心に何か
があるイメージが母性イメージに繋がるため，
魚がぐるぐる回っている海と，その中心に花を
貼った」と説明し，これらの素材を最も母性を
感じる素材として選んだ。このようなインタ
ビューの内容から，この制作者にとって丸い円
とその中心に何かあるイメージが母性イメージ
として繋がりやすいこと，そしてそれがこの作
品のキーワードであることが分かる。作品Lで
は，母性イメージとして一番に思い浮かんだも
のが料理であり，食べるためには皿がないと困

るため，土台のように大事な存在として皿を中
心に貼ったと語った。また，この素材を最も母
性を感じる素材として選んだ。このようなイン
タビューの内容から，中心に貼った皿の切り抜
きは，制作者の中で土台のような大事な意味合
いを持っていると共に，最も母性を感じる切り
抜きであることが分かる。その他にも，中心に
貼ったリネンの切り抜きについて，「白くて大
きいリネンが大きな優しさの大元のような感じ
が」母性イメージに繋がったと説明している作
品P（評定した人数8人）や，中心に貼ったロ
ウソクに対して，「必要不可欠な存在である意
味として母性イメージに繋がりました。」と語
る作品C（評定した人数7人）などがある。
　これらのことから，母性をテーマとした作品
の台紙の中心には，制作者の中で母性を考える
時に，キーワードとなる意味合いを持つ切り抜
きや，最も母性を感じる切り抜きが置かれやす
いことが言える。
　それでは，なぜこのような大事な意味合いを
持った切り抜きが中心に置かれ，それを他の切
り抜きが囲むような中心性のある作品が，本研
究では多く見られたのだろうか。「中心のある
イメージ」が母性イメージに繋がったと語られ
たインタビュー内容は，中心性のある作品とし
て評定された作品（作品B，I，N，Q）のみな
らず，評定されていない作品においても（作品
K，S）見られた。特に，中心性のある作品と
して評定された作品 Iでは，「丸い形が母性イ
メージに繋がりやすく，貼っていくのもこの中
心を貼ってから周りが円になっているような感
じで貼った」と語り，中心のあるイメージを切
り抜きの構成においても使用していることが分
かった。また，母性を考える時，「妊婦が大事
そうに抱えている膨らんだお腹が思い浮かんだ
ため，丸い形と臍のようにその中心に何かある
ような形が自分の中で母性イメージに繋がった
かもしれない」と語り，中心のあるイメージが
母性イメージとして繋がりやすかったと語って
いる。一方，本研究において，包まれるイメー
ジが母性イメージに繋がったと語った制作者は
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多かったが，そのイメージを構成において表現
したのが作品Pである。作品Pの制作者に，真
ん中にハムスターを貼った理由を尋ねたとこ
ろ，「母性を表す周囲の切り抜きに囲まれて，
それらに包まれているハムスターを表現した
かったため」であると語り，最も母性を感じる
素材として選んだ。
　これらの作品とインタビュー内容からする
と，母性イメージに繋がりやすい「中心のある
イメージ」または，「包まれるイメージ」が切
り抜きの構成にも影響を与えたため，中心とそ
れを囲み，包むような，中心性のある作品が本
研究では多く見られたのではないかと考えら
れ る。
　まとめると，母性をテーマとした作品の中心
には，一番母性を感じる切り抜きや，制作者の
中でキーワードとなる切り抜きが置かれやすい
傾向があることが分かった。また，本研究で中
心性のある作品が多く見られた結果について
は，母性イメージに繋がりやすい「中心のある
イメージ」と「包まれるイメージ」が台紙の構
成にも影響を与えた可能性があると考えられる。

Ⅵ．まとめと今後の課題

　本研究は結婚や出産の経験がない青年期後期
及び成人期の発達段階にいる未婚女性を対象
に，「母性」をテーマとしたコラージュ制作を
実施し，母性イメージがコラージュ作品にどの
ように表現されるのかについて調査を行った。
なお，本稿においては，母性イメージを探るた
めの第1歩としてコラージュ作品を通して表現
された母性イメージの表現特徴を主な色彩，主
な切り方，中心性の3つの形式的な側面に焦点
を当てて，検討を行った。その結果，主な色彩
においては，青が最も多く使用され，次に橙・
白の順に続いた。本研究で青が最も多く使用さ
れた理由としては水との関連の素材が多く使用
されたことと，青により，落ち着き，沈静，安
息等，の感情を引き起こされ（松岡，1995），
それらの感情が母性イメージと繋がり，多く使

用されたと考えられる。次に多く使用された色
は橙色であり，橙色は，先行研究では大人の表
現特徴として，多くは使用されない色の一つで
ある。しかし，本研究では2番目に多く使用さ
れたことから，母性イメージの表現特徴として
明らかとなった。橙色は，暖色系に分類され，
温かい感じを与えると言われている。大山
（1994）の調査では，橙色が連想されやすい単
語として，家庭や愛，等が選ばれており，本研
究により母性イメージにも結び付きやすいこと
が明らかとなった。また橙色の素材の多くはロ
ウソクとライトなどであり，素材の特徴からも
温かいイメージの表現が多く，このようなイ
メージや感覚が母性イメージと繋がりやすいこ
とが考えられる。しかし，これらの多く使用さ
れた色彩はその素材の色だけで選択されたとい
うよりは，素材の内容も選択に当たって大事な
意味を持っており，これらの色が母性イメージ
を表す色であると考えるのは難しいであろう。
　主な切り方においては，四角が一番多く見ら
れ，その次に楕円を含めた円形が多くみられ
た。先行研究により，大人の一般的傾向として
四角の切り方が多く出現することが明らかと
なっており，本研究においても同じ傾向がみら
れたが，先行研究には使用頻度の低い楕円を含
めた円形の切り方が本研究では四角の次に多く
見られ，丸いイメージが母性イメージとして表
現されたことが明らかとなった。
　切抜きの構成に関する中心性の分析において
は，母性をテーマとした作品の台紙の中心に置
かれる素材には，最も母性を感じられる素材や
作品のキーワードとなる母性イメージが置かれ
やすい傾向が明らかになった。また，母性を
テーマとしたコラージュ作品に中心性が多く見
られた可能性として，母性イメージに繋がりや
すい「中心のあるイメージ」と「包まれるイメー
ジ」が台紙の構成にも影響を与えた可能性があ
ることが分かった。
　一方，母性イメージの表現としてどのような
素材が用いられ，どのような母性イメージが表
現されたかを分析することで母性イメージを探
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ることが出来ると考えられる。そのため，次の
研究では，使用された素材の分析を行い，使用

された素材の意味合いや特徴に注目し，母性イ
メージを探ることを試みる予定である。

̶  11  ̶

表4　作品ごとの中心の切り抜きとその説明
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付録

作品A　母 作品B　命とか包容力

作品C　動物，自然，キャンドルと… 作品D　リラックス

作品E　私の帰る場所 作品F　お母さん
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作品G　親と子 作品H　視線

作品 I　母性の欠片 作品J　あたたかさ

作品K　人類の創生と母性 作品L　母なる大地
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作品M　お母さん 作品N　命

作品O　母の愛の温かさ 作品P　優しさ，時間，理想

作品Q　優しさ 作品R　理想
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作品S表：愛 作品S裏：母なるもの

作品T　愛


